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カレー作りは火おこしから
夏といえば野外生活リーダー研修。今年は町内の小学校から、過
去最多となる90人の子どもたちが参加し、７月２日から３日に
かけて少年自然の家（宗像市）で様々なプログラムにチャレンジ
しました。写真は古代体験と野外炊飯を兼ねて行われたカレー作
りで、火おこしをしているところです。親元を離れた１泊２日の
共同生活で協調性や責任感を養った子どもたちは、今後の学校生
活においてもリーダーとして活躍してくれることでしょう。
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ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

町
政
懇
談
会

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

■
町
政
懇
談
会
の
開
催

　

町
で
は
、
平
成
27
年
度
末
に
第
５
次
鞍

手
町
総
合
計
画
、
鞍
手
町
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
及
び
第
６
次
鞍
手

町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
新
た
な
計
画
を

策
定
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
「
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
く
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
情

報
を
共
有
し
、
一
緒
に
考
え
る
場
に
し
よ

う
と
、
古
月
小
学
校
（
６
月
19
日
）、
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
６
月
26
日
）、
中
央

公
民
館
（
７
月
３
日
）
で
町
政
懇
談
会
を

行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

■
第
４
次
総
合
計
画
の
検
証

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
う
ち
第
４
次

総
合
計
画
及
び
第
５
次
行
財
政
改
革
に
掲

げ
た
２
１
３
項
目
（
う
ち
、
行
財
政
改
革

27
項
目
）
の
主
な
事
務
事
業
に
つ
い
て
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

●
鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
関
連
事
業

　

平
成
23
年
２
月
に
開
通
し
た
鞍
手
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
地
域
活
性
化
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
周
辺
地
域
の
物

流
の
重
要
な
出
入
口
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
通
勤
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
貴
重

な
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
年
々
利
用
台
数
も
増
え
、
平
成
27

年
度
で
は
、
上
り
下
り
合
わ
せ
１
日
約

５
８
０
０
台
の
流
入
・
流
出
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
遠
賀
川
渡
架
橋

　

現
在
の
名
称
を
「
北
九
鞍
手
夢
大
橋
」

と
し
、
平
成
27
年
３
月
に
開
通
し
、
鞍

手
町
と
北
九
州
市
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道

路
と
し
て
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
が

向
上
し
て
い
ま
す
。

●
地
域
公
共
交
通
体
系
の
整
備

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
し
て
町
内
を
巡

回
し
て
い
る
「
す
ま
い
る
バ
ス
」
は
、

平
成
23
年
度
か
ら
運
行
を
開
始
し
て
お

り
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
実
証
運
行
を

繰
り
返
し
、
路
線
の
変
更
や
時
刻
表
の

見
直
し
な
ど
を
随
時
行
い
な
が
ら
住
民

の
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。

●
小
中
学
校
の
再
編

　

平
成
23
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
に

計
画
を
策
定
し
、
住
民
説
明
会
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
中
学
校
の
統
合
を
先
行

し
て
行
い
、
平
成
27
年
４
月
に
鞍
手
中

学
校
と
し
て
開
校
し
ま
し
た
。
現
在
２

年
目
を
迎
え
、
全
国
的
に
も
類
を
見
な

い
学
校
と
し
て
注
目
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
町
立
病
院
の
経
営
形
態

　

く
ら
て
病
院
は
、
平
成
23
年
度
に
経
営

形
態
に
つ
い
て
専
門
的
な
見
地
か
ら
意

見
等
を
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
鞍

手
町
立
病
院
経
営
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
審
議
・
検
討
を
し
て
い
た
だ
き
、

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り
「
地
方
独
立

行
政
法
人
く
ら
て
病
院
」
と
し
て
運
営

を
開
始
し
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
は
、
く
ら
て

病
院
整
備
基
本
構
想
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
移
転
・
新
築
を
前
提
と
し
た
病

院
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
町
有
財
産
の
効
率
的
活
用
と
企
業
誘
致 

　

平
成
25
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
に
か
け

て
、
旧
鞍
手
北
中
学
校
東
側
の
「
町
有

地
」
の
売
却
に
よ
り
、
新
た
な
企
業
が

４
社
進
出
さ
れ
、
雇
用
の
増
加
や
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

●
定
住
促
進
奨
励
金 

　

定
住
支
援
策
と
し
て
、「
定
住
促
進
奨

励
金
の
交
付
制
度
」
を
設
け
、
平
成
25

年
度
か
ら
平
成
34
年
度
の
間
に
固
定
資

産
税
を
新
た
に
課
税
さ
れ
た
人
に
対

し
、
こ
の
固
定
資
産
税
に
相
当
す
る
金

額
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
年
々
、
制
度

が
浸
透
し
、
申
請
件
数
も
増
え
、
徐
々

に
効
果
が
表
れ
て
い
る
現
状
で
す
。
平

成
26
年
度
に
は
、
転
入
転
出
の
差
し
引

い
た
人
数
が
21
人
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
た

こ
と
か
ら
、
本
町
を
移
住
定
住
先
と
し

て
選
択
す
る
人
が
増
加
し
て
い
る
も
の

と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
子
育
て
分
野
や
福
祉
・
保

健
関
係
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
な
ど
、

様
々
な
分
野
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

＊
子
育
て
関
係

　

①
乳
幼
児
等
医
療
費
支
給
の
拡
大 

小

学
６
年
生
ま
で
医
療
費
が
無
料
（
中
学

生
は
入
院
費
の
み
無
料
） 

②
風
し
ん
予

防
接
種
費
用
の
無
料
化
（
１
回
、
上
限

１
万
円
）
③
私
立
幼
稚
園
就
園
補
助
金

の
導
入
④
病
児
病
後
児
保
育
の
実
施 

＊
福
祉
・
保
健
関
係 

　

①
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
の

助
成
②
孤
独
死
防
止
の
た
め
の
民
間
事

業
者
を
活
用
し
た
見
守
り
活
動
③
安

心
・
安
全
カ
ー
ド
の
配
布

＊
利
便
性
の
向
上 

　

①
町
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
開
始

鞍手町総合福祉センターでの町政懇談会の様子
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質
疑
応
答

まちづくりを考える　町政懇談会

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
踏
ま

え
、
平
成
27
年
度
末
に
策
定
し
た
新

た
な
計
画
に
つ
い
て
概
要
の
説
明
を

行
い
ま
し
た
。

●
第
５
次
総
合
計
画　
　
　
　
　

町
の
最
上
位
計
画
。
基
本
構
想

の
計
画
期
間
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
９
年
間
。
前
期
基
本
計
画

は
平
成
28
年
度
か
ら
４
年
間

●
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略

　

町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
総
合

計
画
の
施
策
分
野
か
ら
、
人
口

減
少
問
題
に
立
ち
向
か
う
た
め

の
施
策
分
野
を
抽
出
し
た
重
点

的
に
取
り
組
む
た
め
の
計
画
。

計
画
期
間
は
、
平
成
27
年
度
か

ら
の
５
年
間

●
第
６
次
行
財
政
改
革　
　
　
　

財
政
面
で
の
経
費
節
減
と
効
率

性
と
と
も
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
。
計

画
期
間
は
平
成
28
年
度
か
ら
の

４
年
間

※
こ
れ
ら
の
新
た
な
計
画
に
つ
い
て
は
、

広
報
く
ら
て
臨
時
号
（
２
０
１
６
年
５

月
25
日
発
行
）
で
、
詳
し
く
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

＆

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
報
告
終

了
後
に
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
一
番
最
初
に
や
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

医
療
体
制
を
整
え
る
こ
と
と
考
え

て
い
ま
す
。
病
院
と
い
う
の
は
、

町
の
中
核
と
な
り
、
町
民
の
安
全
・

安
心
を
担
保
す
る
も
の
と
な
り
ま

す
。
く
ら
て
病
院
に
つ
い
て
は
、

耐
震
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
早
急
な

対
策
が
必
要
で
す
。

策
定
さ
れ
た
計
画
に
は
多

く
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
が
、
何
を
最
優
先
に
考
え

て
い
る
の
か
。

今
年
の
10
月
に
庁
舎
内
電
算

シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
を
行

い
ま
す
の
で
、
役
場
内
で
の
会
議
に

お
い
て
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利

用
し
て
電
子
会
議
を
行
う
計
画
を
し

て
い
ま
す
。 行

財
政
改
革
の
面
で
す
が
、

町
全
体
で
ペ
ー
パ
レ
ス
化

と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

●
全
国
版
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、
旧

鞍
手
南
中
学
校
の
跡
地
を
利

用
し
た
「
く
ら
て
学
園
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を

見
た
。
こ
の
よ
う
な
明
る
い

イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て

欲
し
い
。

●
家
を
建
て
る
市
町
村
を
決
め

る
と
き
に
、
比
較
対
象
と
さ

れ
る
も
の
に
は
、
通
勤
、
生

活
環
境
、
教
育
等
が
あ
る
が
、

私
の
子
ど
も
は
子
育
て
支
援

を
重
視
し
て
鞍
手
町
に
家
を

建
て
た
。
若
い
世
代
を
町
に

呼
び
込
む
た
め
に
、
今
後
も

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
続

け
て
欲
し
い
。

意
見
が
あ
り
ま
し
た

そ
の
ほ
か
に
も
こ
の
よ
う
な

思
い
ま
す
。
学
校
は
校
区
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
の
で
、
将
来
的
に
は
一

部
自
由
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情

報
の
伝
達
に
つ
い
て
、
現
在
は
、
広

報
紙
等
の
配
布
に
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
の
情
報
発
信
も
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
不
慣
れ
な
方
に
は
難
し

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
し

ば
ら
く
は
紙
媒
体
で
の
情
報
発
信
を

継
続
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
さ
な
子
を
持
つ
親
の
多

く
は
、
子
ど
も
が
小
学
校

に
入
る
前
に
家
を
決
め
て
、
そ
の
後

は
引
っ
越
さ
ず
に
過
ご
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。「
あ
の
小
学
校
の
校
区

だ
か
ら
、
こ
こ
に
家
を
建
て
る
」
と

い
う
話
を
よ
く
聞
く
の
で
、
親
が
子

ど
も
を
入
学
さ
せ
た
い
と
思
う
よ
う

な
小
学
校
を
充
実
さ
せ
れ
ば
、
若
い

世
代
の
定
住
者
が
増
え
る
の
で
は
。

本
町
は
、
剣
南
小
学
校
以

外
の
小
学
校
は
い
ず
れ
も
単

学
級
で
、
10
名
前
後
や
４
名
の
学
級

も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
向
き

合
っ
て
き
め
細
か
な
授
業
が
で
き
、

子
ど
も
と
教
師
の
信
頼
関
係
が
築

け
、児
童
一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
個
々

の
授
業
展
開
が
で
き
る
、
こ
れ
が
本

町
の
小
学
校
の
特
色
で
は
な
い
か
と

　

各
会
場
で
は
そ
の
ほ
か
に
も
、
ご

意
見
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
が
、

紙
面
の
都
合
上
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

懇
談
会
に
出
席
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
の
ご
意
見
等
は
今
後
の
町
政

の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「新たな力で躍動するまち　くらて」
の実現のため

みなさんのご協力をお願いします

これまでの取り組み等を報告する德島町長

広報
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こ
れ
か
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　７月の風物詩「七夕飾り」。今年も町立保育所の園児た
ちが一生懸命に手作りした七夕飾りが、まちを明るく彩り
ました。７月５日には、西川第一保育所の園児たちが、ま
た、７日には古月保育所、剣第一保育所の園児たちが、そ
れぞれ七夕飾りを贈った役場、中央公民館、鞍寿の里を訪
問し、出会った人たちに大きな声であいさつをしていまし
た。短冊には「みんなとなかよくすごせますように」「ア
イドルになりたい」などかわいい願いごとがたくさん。み
んなの願いが叶いますように。

七夕に願いを込めて
▶町立保育園児から七夕飾りの贈りもの

まちの話題 My Town Topics

2016.８−４

　家庭や保育所、幼稚園などで知ることが多い昔話。子ど
もたちにとっては、絵本を読んだり話を聞くだけでは分か
らないこともあるはずです。６月 26 日、くらじの郷で町
立保育所主催の地域子育て支援行事が行われ、劇団ぱれっ
とによる『桃太郎』の人形劇が上演されました。保育所の
先生たちと一緒に元気いっぱい歌ったり踊ったりしていた
子どもたちも、上演中は、生きているかのように動くおじ
いさんやおばあさん、桃太郎などの人形に目を奪われ、お
話の世界に夢中になっていました。

　株式会社あいば農園が、平成 27 年度全国豆類経営改善
共励会の大豆経営の部で農林水産大臣賞を受賞されました。
代表取締役を務める相葉富雄さん（木月）は、農業委員会
会長や JA 理事、福岡県指導農業士などの役職を務め、地
域の農業発展に寄与されています。6 月 30 日、町長を訪問
した相葉さんは、「今後はこの賞を励みとして、さらなるコ
スト低減と収量・品質向上による経営改善に努めると共に、
地域の共存共栄を第一に大豆振興の模範となれるように精
進していきたい」と農業への思いを新たにされていました。

静かにお話聞けたかな？
▶くらじの郷で地域子育て支援行事

地域の農業発展に貢献
▶株式会社あいば農園に農林水産大臣から表彰状

　７月 14 日、鞍手町議会議事堂で平成 28 年度第 1 回鞍
手町まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会が行われ
ました。総合戦略は、平成 27 年度に策定した、住民一人
ひとりが夢や希望を持って安心して暮らせるよう、目指す
べき将来の方向性や方策を示したものです。委員会では、
平成 27 年度中の具体的施策の取り組み状況について事務
局から説明が行われ、その後、委員の皆さんによる審議が
行われました。会議資料等は、ホームページで閲覧するこ
とができます。

新しいまちづくり進行中
▶まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会
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　毎年恒例の町内小学生による大豆の種まき。梅雨の晴れ間となっ
た７月６日、今年も西川小学校、古月小学校の３年生が大豆の種
まきに挑戦しました。今年で 11 年目を迎えるこの事業は、食育の
活動に取り組む鞍手町農業女性の会の皆さんの協力のもと行われ
ているものです。児童たちは女性の会の皆さんから指導を受けな
がら手際よく種をまき、土を被せていました。これから８月には
紫色の花を咲かせ、10 月には枝豆を収穫し販売を行う予定です。
また、児童たちは大豆を使った豆腐作りや味噌汁作りなどにも挑
戦し、大豆を通して様々なことを学んでいきます。

　６月 30 日、くらじの郷で「華世さんと話そう！ まちの魅力とあ
なたの魅力」を行いました。これは、町内在住または在勤の独身
男性を対象とした婚活セミナーで、次回に控える婚活本番への心
構えにと町が開催したものです。鞍手町シティプロモーション公
認サポーターの山本華世さんを前に、19 人の参加者たちは緊張し
た様子ながら自己紹介をし、町の魅力を語り合っていました。また、
華世さんからは、話のネタや服装の注意点のほか、女性がここに
住みたいと思えるような町の魅力を語れるようにと指導が行われ
ました。この日学んだことが、婚活本番で活かせるといいですね。

食育体験は大豆の種まきから
▶西川小学校と古月小学校の３年生が大豆種まきにチャレンジ

婚活でもシティプロモーション
▶くらじの郷で山本華世さんによる婚活セミナー

　７月は社会を明るくする運動強調月間です。７月６日、町の保
護司会の皆さんが役場庁舎前で出発式を行い、広報車で巡回啓発
活動を行いました。この運動は、全国一斉に行われ、犯罪の防止
と罪を犯した人たちの更生について理解を深めていただくもので
す。私たち鞍手町に住む一人ひとりが、自らの問題として犯罪・
非行防止に積極的に取り組み、大人も子どもも夢や希望を持ち、
支えあって生きる明るい地域づくりを目指しましょう。

社会を明るくする運動啓発活動
▶ふれあいと対話が築く明るい社会

すくすく日記

香
か つ き

月日
ひ よ り

和ちゃん
平成26年８月15日生まれ
ひよちゃん２歳のお誕生日お
めでとう♡食欲旺盛でわんぱ
くで…これからもたくさん食
べて和お姉ちゃんと仲良く遊
んでね (^^)（父　雄次さん・
母　絵里加さん・木月）

内
う ち う み

海望
の い

威くん
平成26年８月22日生まれ
ノイちゃん、２歳おめでとう！
少しずつ言葉も出てきてマイ
ペースに成長しているね。お姉
ちゃんの真似ばかりしてケン
カすることもあるけれど、仲良
しな二人を見ているととても
和みます♡（父　崇さん・母　
京子さん・中山）

山
や ま う ち

内みのりちゃん
平成27年８月10日生まれ
みーさん、１歳おめでとう♡ 
にかっと笑いながらいたずら
したり、おててをあげてお返事
したり、パパとママは毎日楽し
いです。これからもにぃにぃ、
ねぇねぇと仲良くね♡（父　信
司さん・母　ちさとさん・室
木）

安
や す だ

田匠
た く と

杜くん
平成27 年８月３日生まれ
匠杜くんお誕生日おめでとう。
病気ひとつなく、すくすく育っ
てくれてありがとう。ハイハイ
はまだ出来ないけど、早く歩け
るようにがんばろうね。（父　
智弘さん・母　桂子さん・中
山）

８月生まれ Happy birthday to you.

　広報「すくすく日記」の
コーナーでは、発行月
に誕生日を迎える満
３歳までのちびっ子
を募集しています。９
月生まれは、８月10
日（水）までにお申し
込みください。申し込
みや申込方法に関す
るお問い合わせは、役
場政策推進課☎４２
局２１１１番まで。

▼
お待ちしています



朗
読
サ
ー
ク
ル「
こ
だ
ま
の
会
」で

は
、
次
の
と
お
り
朗
読
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。今
年
も
た
く
さ
ん
の
作
品

を
朗
読
し
ま
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
ど
う
ぞ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
10
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
朗
読
す
る
作
品　

①
こ
れ
は
ペ
テ

ン
か
？
（
作
＝
佐
野
洋
子
）
②
新

見
南
吉
の
ま
な
ざ
し
（
作
＝
五
木

寛
之
）
③
手
袋
を
買
い
に
（
作
＝

新
見
南
吉
）
④
平
家
物
語
よ
り
『
祇

王
、
仏
』
⑤
ゆ
り
の
花
と
大
や
ま

め（
作
＝
清
水
達
也
）⑥
山
月
記（
作

＝
中
島　

敦
）
⑦
伊
豆
の
踊
子
（
作

＝
川
端
康
成
）

●
参
加
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

松
浦
み
ち
子
☎
４

２
局
７
８
７
５
番
ま
で

ま
ぶ
た
を
と
じ
て
心
で
聴
く

朗
読
会
へ
ど
う
ぞ

●
朗
読
サ
ー
ク
ル
「
こ
だ
ま
の
会
」

2016.８−６

楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ

く
ら
て
２
０
１
６
を
開
催
し
ま
す
。

今
年
も
子
ど
も
の
実
行
委
員
が
ユ

ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

●
と
き　

８
月
28
日
（
日
）
午
前
９
時

か
ら
午
後
２
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
内
容　

カ
レ
ー
・
焼
き
そ
ば
・
か
き

氷
販
売
、
体
力
測
定
＆
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
、
読
み
聞
か
せ
、
お
ば

け
屋
敷
、
金
魚
す
く
い
、
ビ
ン
ゴ
大

会
な
ど

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
生
涯
学
習

係
（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で

夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
は

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
で

思
い
っ
き
り
遊
ぼ
う
�

●
鞍
手
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

求
む
。力
作
。自
信
作
。

鞍
手
美
術
展
の

出
品
作
品
を

募
集
し
ま
す

●
鞍
手
美
術
協
会

第
58
回
鞍
手
美
術
展
が
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
鞍
手
美

術
協
会
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
か

ら
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
開
催
期
間　

10
月
14
日
（
金
）

か
ら
16
日
（
日
）
ま
で

●
開
催
場
所　

町
立
体
育
館

●
募
集
作
品　

▽
一
般
の
部
（
高

校
生
を
含
む
）
＝
絵
画
、書
道
、

写
真
、
服
飾
工
芸
、
彫
刻
工
芸
、

陶
芸
、生
花
▽
小
・
中
学
生
の
作

品
＝
な
ん
で
も
出
品
で
き
ま
す

●
応
募
の
決
ま
り　

▽
絵
画
＝
洋

画
は
必
ず
額
縁
に
入
れ
る
▽
書

道
＝
本
表
装
ま
た
は
仮
巻
（
裏

打
ち
）
を
す
る
▽
写
真
＝
四
つ

切
り
大
以
上
を
台
紙
に
は
る
か

額
縁
に
入
れ
る

●
出
品
料　

１
部
門
に
つ
き
千
円

●
申
込
期
間　

８
月
29
日
（
月
）

か
ら
９
月
16
日（
金
）ま
で（
土
・

日
は
除
く
）。
時
間
は
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

開

催
要
項
や
、
出
品
票
は
８
月
29

日
（
月
）
か
ら
中
央
公
民
館

に
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は
美
術
協
会
事
務
局

（
中
央
公
民
館
内
）
☎
４
２
局

７
２
０
０
番
ま
で

綱
で
受
け
継
が
れ
た

三
百
六
十
年
の
伝
統

永
谷
万
年
願
盆
綱

●
永
谷
万
年
願
盆
綱
実
行
委
員
会

今
年
も
、
町
指
定
文
化
財
「
永
谷
万
年
願
盆
綱
」
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
と
き　

８
月
14
日
（
日
）
▽
子
ど
も
綱
＝
午
後
８
時
30

分
か
ら
▽
本
綱
＝
午
後
10
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

真
教
寺
下
永
谷
街
道

求
む
。
綱
引
人

公
民
館
講
座
「
ク
ッ
キ
ー
作
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
お
い
し
い
ク
ッ
キ
ー

の
作
り
方
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
と
き　

８
月
18
日
（
木
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
講
師　

土
生
正
義
さ
ん

●
対
象
者　

小
学
生
以
上

●
募
集
人
員　

24
人
（
申
込
先
着
順
）

●
費
用　

五
百
円
（
材
料
費
）

●
持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
持

ち
帰
り
用
の
入
れ
物
・
袋

●
申
込
期
間　

８
月
１
日
（
月
）
か

ら
12
日
（
金
）
ま
で
。
時
間
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

教
育

課
文
化
振
興
係
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
４
２
局
７
２
０
０
番
ま
で

ク
ッ
キ
ー
作
り
講
座
を

開
催
し
ま
す

●
教
育
課
文
化
振
興
係

永
谷
万
年
願
盆
綱
実
行
委
員
会
で
は
、
綱
の
引
き
出
し

に
力
を
貸
し
て
く
れ
る
ガ
ッ
ツ
と
体
力
の
あ
る
若
者
を
探

し
て
い
ま
す
。
故
郷
鞍
手
町
の
伝
統
を
守
る
た
め
、
皆
さ

ん
の
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
人
は
、
麻
生
和
明
さ
ん
（
永
谷
区
長
） 

☎
４
２
局
１
９
０
４
番
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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Relay Essay

私
が
小
学
生
の
こ
ろ
、
現
在
ト
ラ
イ
ア

ル
を
建
設
中
の
場
所（
中
央
公
民
館
近
く
）

に
ボ
タ
山
が
あ
り
ま
し
た
。
剣
南
小
学
校

の
校
舎
か
ら
、
運
動
場
の
向
こ
う
に
、
悠

然
と
そ
び
え
て
い
ま
し
た
。
何
度
か
登
っ

て
遊
び
ま
し
た
が
、
所
々
で
ボ
タ
が
く
す

ぶ
っ
て
お
り
、
煙
が
立
ち
上
っ
て
い
た
の

そ
の
絵
を
見
た
担
任
の
先
生
か
ら
、「
ふ
ざ

け
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
描
き
な
お
し
て
こ

い
！
」
と
し
か
ら
れ
、「
真
面
目
に
描
い

た
の
に
…
。」と
思
い
な
が
ら
も
し
ぶ
し
ぶ

描
き
直
し
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
私
が
美
術
教
師
と
な
り
、
三
十
五

年
間
教
育
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
再

変
身
し
ま
し
た
。
剣
中
学
校
は
裏
田
団
地

と
な
り
、
そ
の
剣
中
学
校
も
鞍
手
北
中
学

校
に
、
そ
し
て
南
中
学
校
と
合
併
し
て
、

鞍
手
中
学
校
と
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
鞍
手
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
で

き
、
九
州
自
動
車
道
に
す
ぐ
に
乗
り
入
れ

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
、
遠
賀
川

を
覚
え
て
い
ま
す
。

あ
れ
は
小
学
６
年
生
の
時
で
し
た
。
図

工
の
時
間
に
風
景
画
（
ス
ケ
ッ
チ
）
が
あ

り
、
私
は
な
ぜ
か
ボ
タ
山
を
描
き
ま
し

た
。
画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
描
い
た
の
で
す

が
、
な
に
せ
ボ
タ
山
な
の
で
色
彩
が
薄
暗

い
灰
色
一
色
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

来
年
定
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
町
内
の
景
色
も
随
分
と
様
変

わ
り
を
し
ま
し
た
。
筑
豊
本
線
か
ら
ボ
タ

山
に
ボ
タ
を
運
ぶ
ト
ロ
ッ
コ
の
引
っ
込
み

線
（
そ
の
後
を
歩
い
て
小
学
校
に
通
っ
て

い
ま
し
た
）
は
、
産
業
道
路
と
な
り
、
鞍

手
駅
と
町
の
中
心
を
つ
な
ぐ
主
要
道
路
と

に
北
九
鞍
手
夢
大
橋
が
架
か
っ
た
こ
と

等
々
…
。

さ
て
、
こ
の
先
ど
の
よ
う
に
鞍
手
町
の

景
色
が
変
わ
っ
て
い
く
の
か
、
楽
し
み
に

見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
松
和
彦
さ
ん
（
小
牧
・
59
歳
）

VOL
209

リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

　
晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

次
回
は
、
栗
田
志
保
さ
ん
（
弥
生
）
で
す
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100 字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
リーフラインベスト
です。後身頃は、背中
心でスレッド２重くさ
り目をして模様編みで
脇に向かって編む。
前身頃は、前はしで
スレッド２重くさりの
作目をし、後と同様に
編み、裾ふち編み２段
先に続けて、前はし衿
ぐりと編みます。

竹松孝子さん
（手編み教室）

松野幸子さん
（八尋）俳句

山道を上り来て、
崖の谷水に、はず
む息をととのえた
ことでした。

一
掬
の  

水
に
清
夏
の  

香
り
あ
り

鞍手町教育委員会では次のとおり「人権問題地区学
習会」を開催します。人権問題について、みんなで一
緒に考えてみませんか。なお、対象地区外の学習会に
もご参加いただけます。

とき ところ 講演内容

①９月９日（金）
午前 10 時 30 分～

西川小学校
多目的室

▷演題＝自分らしく生きる ～朝
鮮舞踊に込める想い～▷講師＝金  
妙穂さん（福岡朝鮮歌舞団団長）

【対象地区】新北、長谷、八尋、八尋中央

※③の講演内容が変更となりましたのでご注意ください
● 問い合わせ　教育課生涯学習係（中央公民館内） 

☎４２局７２００番まで

②９月 24 日（土）
午前 9 時～

鞍手中学校
体育館

▷演題＝障がい者スポーツを通して 
～ガンなんてこわくない～▷講師＝
黒塚智幸さん（製鉄記念八幡病院）

【対象地区】本村、立林、幸町、上新橋、中本町、本町、城ヶ崎、南区、
猪倉、今村、小牧、大池、新中山

③ 10 月 29 日（土）
午前 10 時 30 分～

室木小学校
体育館

▷演題＝ちょっと心をかしてく
れませんか▷講師＝宮崎  保さん

（シンガーソングライター）

【対象地区】八尋神田、神田、室木

④ 11 月５日（土）
午前 10 時～

古月小学校
体育館

▷演題＝「いのち」
▷講師＝ The・ヴォーズ

【対象地区】上木月、木月、古門、神崎、古門北区、倉坂

⑤ 11 月６日（日）
午前９時 40 分～

剣北小学校
体育館

▷演題＝うまれてきてくれて あ
りがとう▷講師＝ mon さん（子
育てシンガー）

【対象地区】山ヶ崎、唐ヶ崎、昭和通り、東区、北区、西区、い牟田、
弥生、弥生促進
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国
民ほん
大好き

中央公民館図書室☎42局7200番

中央公民館
図書室からの
お知らせですBookINFORMATION

／８月の休館日は、３日（水）です／開館時間は午前９時から午後５時まで（１階ロビー・返却窓口は午後９時 30 分まで）
／返却期限が過ぎている本は、至急ご返却ください

● 一般の本

／希望荘（作＝宮部みゆき）／ガラパ
ゴス「上」「下」（作＝相場英雄）／
10 歳若返る！ 話し方のレッスン（作
＝魚住りえ）／嫌われる勇気（作＝
岸見一郎）／おひとりさまの最期（作
＝上野千鶴子）

● 子どもの本

／こころのおと（作＝ピーター・レイ
ノルズ）／ぞうきばやしのすもうたい
かい（作＝広野多珂子）／ちいちゃん
のかげおくり（作＝あまんきみこ）／
図書館脱出ゲーム「上」「下」（作＝
クリス・グラベンスタイン）／ふし
ぎ駄菓子屋銭天堂（作＝廣嶋玲子）
／ろってちゃん（作＝ディック・ブ
ルーナ）

本
は
知
識
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。

新
た
な
本
と
の
出
会
い
は
新
た
な
人
と
の
出
会
い
の
始
ま
り
。

広
が
る
本
だ
な
で
は
、
新
た
な
本
と
の
出
会
い
の
場
と
し
て
、

毎
月
お
す
す
め
の
本
を
２
冊
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
紹
介
者
は
加
留
部
君
子
さ
ん
で
す
。

ア
イ
デ
ア
た
ま
ご
の

そ
だ
て
か
た

作
＝
コ
ビ
・
ヤ
マ
ダ

あ
る
日
、い
い
事

を
思
い
つ
い

た
僕
は
考
え

ま
す
。“
ど
う
し
て
、こ

ん
な
事
を
思
い
つ
い

た
の
だ
ろ
う
”
小
さ
な

ア
イ
デ
ア
た
ま
ご
を

“
へ
ん
な
た
ま
ご
”
と

僕
は
思
い
ま
す
。“
変

か
な
”“
お
か
し
い
か

な
”“
こ
ん
な
事
を
言

っ
て
笑
わ
れ
な
い
か

な
”
僕
は
い
ろ
い
ろ
考

え
て
悩
み
ま
す
。
僕
の

ア
イ
デ
ア
を
否
定
さ

れ
た
時
、
僕
は
自
分
を

信
じ
る
か
信
じ
な
い

か
。
世
界
は
た
っ
た
ひ

と
つ
の
ア
イ
デ
ア
で

変
え
ら
れ
る
と
い
う

事
、
人
は
い
つ
も
限
り

な
い
可
能
性
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

文
化
十
一
年（
一

八
一
四
年
）初

冬
、
小
笠
原

藩
小
倉
城
下
は
騒
然

と
し
て
い
ま
し
た
。
俗

に
“
白
黒
騒
動
”
と
呼

ば
れ
、
白
は
小
倉
城
に

留
ま
っ
た
一
派
（
城
）

組
、
黒
は
黒
崎
宿
に
籠

も
る
一
派
（
黒
）
組
と

の
、
藩
の
命
運
を
賭
け

た
争
い
で
す
。
そ
の
争

い
の
中
で
、
両
派
か
ら

コ
ウ
モ
リ
と
呼
ば
れ

て
い
た
剣
の
達
人
の

生
き
様
で
す
。“
天
か

ら
降
る
穢
れ
な
き
雪

も
地
に
落
ち
れ
ば
泥

に
な
る
。
さ
れ
ど
落
ち

る
ま
で
の
美
し
さ
は
、

ひ
と
の
心
を
慰
め
ま

す
”。
凛
と
し
て
信
念

の
あ
る
言
葉
で
す
。

風
花
帖

作
＝
葉
室
　
麟

今月新しく入りました。

広
が
る
本
だ
な

※８月の新刊は、１日（月）からの貸出となります。

　８月 31 日（水）まで、こどものとしょしつ
前に「夏休みコーナー」を設置しています。キャ
ンプや昆虫など夏をテーマにした本や夏休みの
課題図書などを特集しています。ぜひ遊びに来
てください。

こどものとしょしつ
からのお知らせです
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HealthDr. 楠田の

調子は
いかが？
くらて病院☎42局1231番

くらて病院スタッフ。
からの健康。

アドバイスです。 ADVICE

？
大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
、大
き
さ
や
形
に
よ
っ
て
「
が
ん
」
を
含
む
可
能
性
が
異
な

る
た
め
、
必
ず
し
も
摘
出
が
必
要
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
内
視
鏡
検
査

で
大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

楠
田
慎
一
さ
ん
・
く
す
だ
し
ん
い
ち
・
平
成
８
年
産
業
医
科
大
学
医
学
部
卒
業
、
産
業
医
科
大
学
病
院
等
で
の
勤
務
を
経
て
平
成
18
年
よ
り
門
司
労
災
病
院
（
現
九
州

労
災
病
院
門
司
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
）
勤
務
。
平
成
28
年
４
月
よ
り
く
ら
て
病
院
外
科
勤
務
。

【
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
】

健
康
診
断
で
「
大
腸
ポ
リ
ー
プ
」
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？
（
55
歳
・
男
性
）

や
い
ぼ
の
よ
う
な
突
起
で
は
な
く

な
る
の
で
ポ
リ
ー
プ
と
呼
ば
れ
な

く
な
り
ま
す
。

良
性
の
腫
瘍
は
、「
腺
腫
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。大
腸
ポ
リ
ー
プ
の

80
パ
ー
セ
ン
ト
は
腺
腫
で
、特
に
Ｓ

状
結
腸
や
直
腸
に
よ
く
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、一
般
に
ポ
リ
ー
プ
と
い

う
場
合
は
、こ
の
腺
腫
を
指
す
場
合

が
多
い
よ
う
で
す
。

以
前
は「
腺
腫
は
す
べ
て
前
が
ん

状
態
で
あ
る
」、
つ
ま
り
、
が
ん
に

な
る
一
歩
手
前
の
状
態
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

現
在
で
は
、
が
ん
に
な
る
の
は
腺

腫
の
ほ
ん
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
の
が
腺
腫
の
大
き

さ
で
す
。
腺
腫
の
大
き
さ
が
１
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
場
合
、

急
激
に
が
ん
を
含
む
可
能
性
が
高

く
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。

以
前
は
、腺
腫
は
す
べ
て
前
が
ん

状
態
で
あ
る
と
み
な
し
、発
見
さ
れ

次
第
摘
出
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
現
在
で

は
、が
ん
化
の
危
険
度
の
高
い
も
の

に
絞
っ
て
選
択
的
に
摘
出
す
る
と

い
う
考
え
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。日
本
の
大
腸
ポ
リ
ー
プ
診
療
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
１
４
）
で
は
、

６
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
大
き
さ

の
も
の
が
摘
出
の
対
象
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、５
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
未
満
で
も
平
坦
型
で
く
ぼ
み
の

あ
る
も
の
、形
が
い
び
つ
で
あ
る
な

大
腸
ポ
リ
ー
プ
の
定
義
は
「
大

腸
内
腔
に
向
か
っ
て
限
局
性
に
隆

起
す
る
病
変
で
、組
織
学
的
に
は
良

悪
性
は
問
わ
な
い
」と
さ
れ
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
大
腸
に
で
き
る
隆

起
性
病
変
（
い
ぼ
の
よ
う
な
も
の
）

は
何
で
も
形
や
大
き
さ
を
問
わ
ず

大
腸
ポ
リ
ー
プ
と
い
い
ま
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
は
大
き
く
「
腫

瘍
」
と
「
そ
れ
以
外
の
ポ
リ
ー
プ
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。腫
瘍
以
外
の
ポ

リ
ー
プ
に
は
炎
症
性
の
も
の
や
過

形
成
に
よ
る
も
の
な
ど
が
あ
り
ま

す
。問

題
は
、腫
瘍
に
分
類
さ
れ
る
ポ

リ
ー
プ
で
す
が
、こ
れ
に
も
良
性
の

腫
瘍
と
悪
性
の
腫
瘍
が
あ
り
ま
す
。

悪
性
の
腫
瘍
は
す
な
わ
ち
「
が
ん
」

で
す
。
進
行
が
ん
に
な
る
と
、も
は

ど
特
殊
な
タ
イ
プ
の
も
の
は
、発
見

さ
れ
次
第
摘
出
さ
れ
ま
す
。

も
し
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ
が
大
き

く
、
内
視
鏡
検
査
の
時
に
摘
出
し

た
場
合
に
は
、
摘
出
が
必
要
な
ポ

リ
ー
プ
が
無
く
な
る
ま
で
は
、
１

年
お
き
に
内
視
鏡
検
査
を
す
る
よ

う
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
腸
ポ
リ
ー
プ
が
５
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
下
の
小
さ
な
病
変
で
形
も

い
び
つ
な
も
の
で
な
け
れ
ば
、
３

年
に
１
回
程
度
の
内
視
鏡
検
査
で

良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
を
し
な
い

年
に
は
便
潜
血
検
査
が
必
要
で
あ

り
、
も
し
異
常
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

内
視
鏡
検
査
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

腺
腫
が
「
が
ん
」
に
な
る
？

腺
腫
の
処
置
は

大
き
さ
や
形
で
判
断

大
腸
ポ
リ
ー
プ
が

見
つ
か
っ
た
と
き
は

大
腸
ポ
リ
ー
プ
と
は
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いきいき
健康

だより
総合福祉センター☎42局8812 番

健康や各種健診
についての
お知らせですHealthINFORMATION

　８月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。ご確認ください。
● とき　健診の内容によって異なりますので詳細は

通知（案内）書をご確認ください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 内容　身体測定・問診・小児科医診察・育児相談・

栄養相談など
区　分 期　日 対 象 児

４か月健診 ８月18日㈭ 平成 28 年 3 月 22 日から
平成 28 年 4 月 20 日生まれ

７か月健診
８月25日㈭

平成 28 年 1 月 1 日から
平成 28 年 1 月 28 日生まれ

12 か月健診 平成 27 年 8 月 1 日から
平成 27 年 8 月 31 日生まれ

１歳半健診
８月 4日㈭

平成 27 年 1 月 8 日から
平成 27 年 2 月 4 日生まれ

３歳健診 平成 25 年 7 月 8 日から
平成 25 年 8 月 4 日生まれ

乳幼児相談 ８月24日㈬ 平成 28 年 5 月 29 日から
平成 28 年 6 月 25 日生まれ

※乳幼児相談は、身体測定・育児相談・栄養相談を行います。
　申し込みは不要です。お気軽にお越しください

乳幼児健診・相談

妊娠がわかったら、早めに母子健康手帳の交付を
受けましょう。妊娠中の生活や制度などについて保
健師が説明します。
● とき　毎週水曜日の午前 10 時から 11 時 30 分ま

で。必ず妊婦本人がお越しください
● ところ　総合福祉センター保健棟
● 必要なもの　妊娠届出書（ある人のみ）、個人番

号カードまたは個人番号通知カードと本人確認が
できるもの（運転免許証等）

母子健康手帳の交付

施設健診（個別健診）のご案内
特定健診は医療機関でも受診できます。生活習慣

病予防のためにも年に 1 度は必ず健診を受けましょ
う。特定健診は鞍手町国民健康保険に加入している
40 歳から 74 歳までの人が対象です。
● ところ　かかりつけの医療機関
● 申込方法　「特定健診受診券」を送付しますので、

役場保険健康課健康増進係まで申し込みください

ジカ熱を予防しましょう
ジカウイルス感染症（ジカ熱）は、主にウイルスを持っ

た蚊が人を刺すことで感染しますが、性行為による感染
が疑われる事例も報告されています。妊娠中の女性が感
染すると、胎児に小頭症などの先天性障害を起こす可能
性がありますので、妊婦及び妊娠の可能性がある人は、
ブラジルなど流行地域への渡航を控えましょう。

また、流行地域から帰国した男性で妊娠中のパート
ナーがいる場合、少なくとも妊娠期間中は、性行為の
際はコンドームを使用するか、性行為を控えることを
推奨します。
※詳しくは厚生労働省のホームページをご覧ください

予防接種とは、ワクチンを接種して感染症が流行
するのを防いだり、病気にかからないように、またか
かっても重症にならないようにするためのものです。

MR（麻しん・風しん混合）ワクチンの接種について、
対象となる人に個別に通知しています。期限を過ぎ
ると実費（有料）での接種となりますので、早めに
予防接種を受けましょう。
● １期対象者　１歳から２歳未満。期限は２歳の誕

生日前日
● ２期対象者　平成 22 年４月２日から平成 23 年４

月１日生まれ。期限は平成 29 年３月 31 日

予防接種を受けましょう�

室内でも、外出時でも、のどの渇きを感じなくても、 
こまめに水分・塩分、経口補水液などを補給しましょう

こまめに水分補給する

暑い季節です。熱中症を予防しましょう！ ！

●室内では…
⇢ 扇風機やエアコンで温度を調節する
⇢ 遮光カーテン、すだれ、打ち水を利用する
⇢ 室温をこまめに確認する
●外出時には…
⇢ 日傘や帽子の着用　⇢ 日陰の利用、こまめな休憩
⇢ 天気の良い日は日中の外出をできるだけ控える
●からだの熱の蓄積を避けるために…
⇢ 通気性の良い、吸湿性・速乾性のある衣服を着用する
⇢ 保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、からだを冷やす

暑さを避ける
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SupportCOMMENT
国民年金からの

お知らせです
  年金の

そこが知りたい
役場国保年金係☎42局2111番

付
加
保
険
料
の

納
付
で

年
金
額
を

増
や
せ
ま
す

国民年金第１号被保険者及び任意加入被保
険者は、定額保険料（平成 28 年度月額 16,260
円）に加えて付加保険料（月額 400 円）を納
めることで、受給する年金額を増やせます。

老齢基礎年金に上乗せされる付加年金の年
金額（年額）は「200 円×付加保険料納付月数」
となっていますので、付加保険料を納めた分
は老齢基礎年金受給開始から２年間で元がと
れる計算となります。

付加保険料の納付は、役場保険健康課また
は年金事務所で申し込み、申し込んだその月
から納付開始となります。

なお、保険料の免除・納付猶予の期間中で
ある場合や、国民年金基金に加入している場
合は付加保険料を納めることはできませんの
でご注意ください。

加算される年金額（年額）は、

40 年間の付加保険料納付総額は 192,000
円であるため、２年間の年金受給で納めた
保険料と同額に！

200 円× 480 月＝ 96,000 円

● 20 歳から60 歳までの40 年間、
付加保険料を納付した場合

60
歳
に
な
る
前
に

退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の

手
続
き
を

忘
れ
ず
に

日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満の人
は、国民年金に加入しなければなりません。

60 歳になる前に勤務先を退職したときは、
厚生年金から国民年金への変更の届出が必要
です。また、退職した人に扶養されていた 60
歳未満の配偶者も種別変更の届出が必要とな
ります。

届出をしないままでいると、年金額が少な
くなったり、万一の際に障害年金が受け取れ
ない場合がありますので、手続きはお早めに
お済ませください。

年金手帳、印かん、離職票または雇用保険
受給資格者証（ある人のみ）

国民年金の保険料は月額 16,260 円（平成
28 年度）です
※保険料の納付が困難な場合、保険料が免
　除になる制度があります。詳しくはお問
　い合わせください

●問い合わせ
　直方年金事務所☎２２局０８９１番

●手続きに必要なもの

●保険料額
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お知らせします
２つの給付金

▼
平成 28 年度分の住民税が課税されない人
※ただし、住民税において課税者の扶養親族
　となっている人や、生活保護を受給してい
　る人は除きます

平成 28 年度臨時福祉給付金の支給対象者（左
記）のうち、平成 28 年５月分の障害基礎年
金や遺族基礎年金等を受給している人
※「高齢者向け給付金」（３万円）を受給し
　た人は除きます

支給対象者

▼

※支給はどちらの給付金も１回です
※両方の支給対象者に該当する人は、２つの給付金を受給できます

　　　1 人につき

3,000 円
　　　1 人につき

30,000 円

支給額

▼
● 申請期間　申請受付開始は９月中旬ごろを予定しています。正式な申請期間は決定次第お知らせします
● 申請場所　役場福祉人権課「臨時福祉給付金窓口」
　※平成 28 年１月１日時点で、住民票がある市町村に申請してください
● 申請に必要なもの　申請書類（対象となる可能性のある人には、９月中旬に郵送します）、本人確認書類（運転免

許証、健康保険証の写し等）、振込口座の確認ができる書類（通帳またはキャッシュカードの写し（振込先の金融
機関名、支店、口座名義人が分かる部分。ただし、ゆうちょ銀行は通帳のみ可））

　※代理人申請の場合は代理人の本人確認書類も必要です。また、町外に住んでいる人に扶養されている場合は扶
　養している人の非課税証明書が必要です

申請手続き

平成 28 年度
臨時福祉給付金

障害・遺族年金
受給者向け給付金

▼
問い合わせ

▷申請について　役場福祉人権課福祉係まで
▷制度について　厚生労働省給付金専用ダイヤル☎（０５７０）０３７局１９２番まで



くらしの情報

今
月
の
納
税
（
８
月
）

●
町
県
民
税
︱
第
２
期
分

●
国
民
健
康
保
険
税
︱
第
３

期
分

納
期
限
は
８
月
25
日
（
木
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

今
月
の
納
付
（
８
月
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
︱

第
２
期
分

納
期
限
は
８
月
25
日
（
木
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。
督

促
手
数
料
は
一
通
に
つ
き
百

円
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

税
金
の
納
付
は

安
心
・
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
は
、

口
座
振
替
に
す
る
と
金
融
機

関
へ
行
く
手
間
が
い
ら
ず
、

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
か
ら
口
座

振
替
が
で
き
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
申
込
用

紙
は
町
内
の
金
融
機
関
や
役

場
税
務
住
民
課
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の　

納
税
通
知

書
、
通
帳
、
通
帳
登
録
印

●
取
引
金
融
機
関　

直
鞍
農

協
、福
岡
ひ
び
き
信
用
金
庫
、

福
岡
銀
行
、
西
日
本
シ
テ
ィ

銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日　

毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
収
納
係
ま
で

自
営
業
者
の
皆
さ
ん

個
人
事
業
税
の

納
期
限
は
８
月
31
日
で
す

個
人
事
業
税
は
、
住
み
よ

い
街
づ
く
り
、
郷
土
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
重
要
で
す
。

平
成
28
年
度
は
８
月
31
日

（
水
）
が
納
期
限
と
な
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
な
お
、
個
人
事
業
税
の

納
付
に
は
、
口
座
振
替
が
利

用
で
き
ま
す
。
振
替
開
始
は
、

手
続
き
を
し
た
月
の
翌
々
月

か
ら
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
飯

塚
・
直
方
県
税
事
務
所
課
税

第
一
課
事
業
税
係
☎
（
０

９
４
８
）
２
１
局
４
９
０

３
番
ま
で

今
月
の
補
聴
器
相
談
日

８
月
の
補
聴
器
相
談
が
次

の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談　

▽
と
き

＝
８
月
５
日
（
金
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
８
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
か
ら
２
時
ま
で

（
あ
さ
ひ
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
８
月
24
日
（
水
）
午
後

１
時
か
ら
２
時
ま
で
（
小

倉
補
聴
器
）

役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
８
月
４
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
九
州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝

８
月
23
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
４
時
30
分
ま
で
（
九

州
補
聴
器
セ
ン
タ
ー
）
▽

と
き
＝
８
月
25
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
池
田
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
た
は
く

ら
て
病
院
ま
で

身
体
障
が
い
者
の

巡
回
相
談
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ

人
を
対
象
に
次
の
と
お
り
巡

回
相
談
を
行
い
ま
す
。
な
お
、

相
談
に
は
事
前
の
予
約
が
必

要
で
す
。

●
と
き　

９
月
15
日
（
木
）
午

前
９
時
30
分
か
ら
（
予
約

人
数
に
よ
り
午
前
中
の
み

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

●
と
こ
ろ
　
マ
リ
ー
ホ
ー
ル

宮
田
（
宮
若
市
宮
田
２
９

番
地
１
）

●
相
談
内
容
　
肢
体
不
自
由

の
補
装
具
費
の
支
給
、
修

理
に
関
す
る
こ
と
。
た
だ

し
、
電
動
車
い
す
、
座
位

保
持
装
置
、
重
度
障
害
者

用
意
思
伝
達
装
置
に
つ
い

て
は
相
談
の
み
で
判
定
は

行
い
ま
せ
ん

●
申
込
期
限　

８
月
29
日（
月
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
係
ま
で

西
村
弁
護
士
の

無
料
法
律
相
談

西
村
浩
二
弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
受
付
は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き　

８
月
10
日
（
水
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

税
等

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

Calendar
2016 ８

☎ 問い合わせ先 ☎

く
ら
しの
情
報

●鞍手町役場…42 局 2111 番
　　　（FAX…42 局 5693 番）

●中央公民館…42 局 7200 番
●教育課…42 局 7200 番

●歴史民俗博物館…42 局 3200 番
●くらじの郷…42 局 8811 番

●社会福祉協議会…42 局 7800 番
●上下水道課…42 局 0408 番
●中央浄水場…42 局 0417 番
●くらて病院…42 局 1231 番

●鞍寿の里…42 局 1233 番
●鞍手駅…42 局 0980 番

●火災の発生状況…32 局 3211 番

13−2016.８

相
談
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一
人
で
悩
む
前
に


心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

●
と
き　

８
月
25
日
（
木
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

無
料
調
停
相
談
会
の

お
知
ら
せ

直
方
調
停
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
無
料
調
停
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
法
律
問
題

で
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
こ
と

で
も
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

８
月
26
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の

お
が
た 

２
階
会
議
室

●
問
い
合
わ
せ
　
直
方
調
停

協
会
☎
２
２
局
０
５
２
２

番
ま
で

地
元
で
農
業
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

新
規
就
農
相
談
会
開
催

飯
塚
地
域
担
い
手
・
産
地

育
成
総
合
支
援
協
議
会
で
は
、

新
規
に
農
業
を
始
め
た
い
人

を
対
象
に
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
か
ら
農
業
を
目

指
し
た
い
人
、
本
格
的
に
農

業
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
人

は
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

就
農
や
就
業
に
向
け
た
研
修

や
支
援
制
度
の
説
明
、
そ
の

ほ
か
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
と
き　

８
月
12
日
（
金
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
飯
塚
農

林
事
務
所
飯
塚
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
小
正

３
１
９
番
地
１
）

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
飯

塚
農
林
事
務
所
飯
塚
普
及

指
導
セ
ン
タ
ー
☎
（
０
９

４
８
）
２
３
局
４
１
５
４

番
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人

自
衛
官
採
用
試
験
を

行
い
ま
す

自
衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所

で
は
次
の
と
お
り
自
衛
官
採

用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

▽
一
般
曹
候
補

生
、自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

＝
９
月
17
日
（
土
）
▽
自

衛
官
候
補
生
（
女
子
）
＝

９
月
23
日（
金
）、24
日（
土
）

▽
航
空
学
生
（
男
女
）
＝

９
月
22
日
（
木
・
祝
）

●
受
験
資
格　

▽
一
般
曹
候

補
生
・
自
衛
官
候
補
生
（
男

女
）
＝
18
歳
以
上
27
歳
未

満
の
人
▽
航
空
学
生
（
男

女
）
＝
高
等
学
校
を
卒
業

し
た
（
見
込
み
を
含
む
）

21
歳
未
満
の
人

●
申
込
期
限　

９
月
８
日（
木
）

●
問
い
合
わ
せ　

試
験
会
場

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
自

衛
隊
飯
塚
地
域
事
務
所
☎

（
０
９
４
８
）
２
２
局
４
８

４
７
番
ま
で

直
鞍
広
域
消
防
本
部

消
防
吏
員
採
用
試
験

直
方
・
鞍

手
広
域
市
町

村
圏
事
務
組

合
で
は
、
次

の
と
お
り
平

成
28
年
度
消

防
吏
員
採
用

試
験
を
行
い

ま
す
。

●
試
験
日　

10
月
16
日
（
日
）

午
前
９
時
40
分
か
ら
（
受

付
は
午
前
９
時
か
ら
）

●
と
こ
ろ　

福
岡
県
立
鞍
手

竜
徳
高
等
学
校
（
宮
若
市

龍
徳
１
６
１
番
地
）

●
募
集
職
種　

消
防
吏
員
（
消

防
士
・
救
急
救
命
士
（
取

得
見
込
含
む
））

●
募
集
人
員　

４
人
程
度

●
受
験
資
格　

平
成
２
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
消
防
吏
員
と
し
て

任
務
遂
行
に
支
障
の
な
い

身
体
を
有
す
る
人

●
受
験
申
込
書
配
布　

８
月

１
日
（
月
）
か
ら
直
方
・
鞍

手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
総
務
課
、
各

消
防
出
張
所（
若
宮
・
鞍
手
・

小
竹
）
で
配
布

●
申
込
期
間　

８
月
８
日

（
月
）
か
ら
９
月
９
日
（
金
）

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
た
だ
し
、
郵
送
で

の
申
し
込
み
は
９
月
２
日

（
金
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村

圏
事
務
組
合
消
防
本
部
総

務
課
☎
３
２
局
１
１
３
６

番
ま
で

統
計
に
親
し
み
を

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
統
計
協
会
で
は
、

福
岡
県
と
共
催
で
、
統
計
を

身
近
に
感
じ
、
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
小
学
生
以
上
の

児
童
・
生
徒
及
び
一
般
の
人

を
対
象
に
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ン
ク
ー
ル
は
自
分
で
研

究
テ
ー
マ
を
決
め
、
Ｂ
２
判

の
紙
に
グ
ラ
フ
を
用
い
て
そ

の
研
究
成
果
を
表
す
も
の
で

す
。
入
賞
者
は
県
庁
で
表
彰

さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
優
秀
な

作
品
は
、
さ
ら
に
全
国
大
会

へ
出
品
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

応
募
者
全
員
に
参
加
賞
（
記

念
品
）
を
贈
呈
し
ま
す
。
詳

し
く
は
「
ふ
く
お
か
デ
ー
タ

ウ
ェ
ブ
」（http://w

w
w

.pref.
fukuoka.lg.jp/dataw

eb/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　

９
月
７
日（
水
）

●
作
品
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
統
計
協
会
田
川
・

直
鞍
支
部
（
直
方
市
役
所

内
）
☎
２
５
局
２
２
２
２

番
ま
で

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

福
岡
県
市
町
村
振
興
協
会

で
は
、
介
護
職
員
初
任
者
研

修
の
受
講
者
を
次
の
と
お
り

募
集

試
験

くらしの情報

一般競争入札を行います

町では、次のとおり町有財産を一般競争入札
により売却します。なお、入札参加資格及び使
用条件等がありますので、詳しくはお問い合わ
せください（町ホームページでも確認できます）。

● 入札日　８月 30 日（火）午前 10 時から
● 入札場所　鞍手町議会議事堂（役場内）
● 入札参加申込受付期間　８月１日（月）から

19 日（金）まで（土・日・祝日は除く）。時間
は午前８時 30 分から午後５時 15 分まで

● 申し込み・問い合わせ　役場総務課庶務管財
係まで

物
件
番
号
①

［所在地］鞍手町大字小牧字藤郷１８８９番９

登記地目 雑種地 登記地積 188㎡

［所在地］鞍手町大字小牧字藤郷１８８１番１

登記地目 原野 登記地積 975㎡

［予定価格］4,800,000 円　［入札保証金］240,000 円

町有財産の
売却について

物
件
番
号
②

［所在地］鞍手町大字中山字城ヶ崎２４４６番１４０

登記地目 宅地 登記地積 236.60㎡

上記所在の建物　軽量鉄骨造スレート葺平屋建

建築年 昭和 50 年 床面積 85.31㎡

［予定価格］3,270,000 円　［入札保証金］170,000 円



くらしの情報

15−2016.８

募
集
し
ま
す
。

●
研
修
内
容　

介
護
に
必
要

な
講
義
・
実
技

●
と
き　

９
月
25
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
19
日
ま
で
の

指
定
の
日
曜
日
（
全
25
回
）

●
と
こ
ろ　

飯
塚
研
究
開
発

セ
ン
タ
ー
（
飯
塚
市
川
津

６
８
０
番
地
４
１
）

●
募
集
人
員　

４
人
（
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受
講
料　

二
万
円

●
申
込
期
限　

８
月
26
日（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

詳
し
く
は
役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

障
が
い
者
の

職
業
訓
練
生
募
集

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
で
は
、
次
の
と
お
り
平

成
29
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
募
集
人
員　

▽
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
製
図
科
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
設
計
科
、
商
業
デ
ザ

イ
ン
科
、
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス

科
、
建
築
設
計
科
、
流
通

ビ
ジ
ネ
ス
科
、
総
合
実
務

科
＝
各
10
人
程
度
▽
流
通

ビ
ジ
ネ
ス
科
音
声
パ
ソ
コ

ン
コ
ー
ス
＝
２
人
程
度

●
訓
練
期
間　

１
年
間（
プ
ロ

グ
ラ
ム
設
計
科
は
２
年
間
）

●
応
募
資
格　

身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
を
持
っ
て

い
る
人
及
び
取
得
可
能
な

人
。
精
神
障
害
を
持
つ
人

で
、
統
合
失
調
症
、
そ
う

う
つ
病
、
て
ん
か
ん
の
い

ず
れ
か
の
診
断
を
受
け
て

お
り
、
主
治
医
の
意
見
書

の
写
し
を
提
出
で
き
る
人
。

総
合
実
務
科
は
療
育
手
帳

等
を
持
っ
て
い
る
人

●
応
募
期
限　

９
月
30
日（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

応
募
方
法
な

ど
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡
障

害
者
職
業
能
力
開
発
校
☎

（
０
９
３
）
７
４
１
局
５
４

３
１
番
ま
で

町
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

町
で
は
次
の
と
お
り
、
六

反
田
改
良
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
案
内
配
布
期
間
・
募

集
期
間　

８
月
１
日
（
月
）

か
ら
12
日（
金
）ま
で（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）。
時
間

は
午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
15
分
ま
で

●
募
集
案
内
配
布
場
所　

役

場
建
設
課
建
築
係

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
建
築
係
ま
で

福
岡
県
海
外
戦
没
者

慰
霊
巡
拝
団
員
募
集

福
岡
県
遺
族
連
合
会
で
は
、

先
の
大
戦
に
お
け
る
海
外
で

の
福
岡
県
出
身
戦
没
者
を
追

悼
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
慰
霊
巡
拝
団
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
対
象
者　

中
国
（
湖
北
省
・

雲
南
省
地
域
）
及
び
フ
ィ

リ
ピ
ン
（
北
部
地
域
）
に

お
い
て
戦
没
さ
れ
た
福
岡

県
出
身
の
軍
人
、
軍
属
ま

た
は
準
軍
属
の
遺
族

●
巡
拝
地
域
・
予
定
時
期　

▽
中
国
（
武
漢
、
昆
明
、
麗

江
、
大
理
、
上
海
等
）
＝

10
月
18
日
（
火
）
か
ら
24

日
（
月
）
ま
で
▽
フ
ィ
リ

ピ
ン
（
マ
ニ
ラ
、
カ
リ
ラ

ヤ
、
バ
ギ
オ
、
コ
レ
ヒ
ド
ー

ル
島
等
）＝
２
月
８
日（
水
）

か
ら
14
日
（
火
）
ま
で　

※
巡
拝
地
域
・
予
定
時
期

は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す

●
募
集
人
員　

各
15
人
予
定

●
申
込
期
限　

▽
中
国
＝
８

月
26
日
（
金
）
▽
フ
ィ
リ

ピ
ン
＝
11
月
18
日
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
県
遺
族
連
合
会
☎
（
０

９
２
）
７
６
１
局
０
０
１

２
番
ま
で

お
風
呂
は
お
休
み
で
す

く
ら
じ
の
郷
の
休
館
日

く
ら
じ
の
郷
の
福
祉
棟
（
お

風
呂
）
と
勤
労
者
ふ
れ
あ
い

棟
（
体
育
館
）
の
８
月
の
休

館
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
休
館
日　

１
日
（
月
）、
８

日
（
月
）、
15
日
（
月
）、

21
日
（
日
）、
22
日
（
月
）、

29
日
（
月
）
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

飲
酒
運
転
撲
滅
週
間

８
月
25
日
か
ら
31
日
は
飲

酒
運
転
撲
滅
週
間
で
す
。
社

会
全
体
で
飲
酒
運
転
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

環
境
作
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

撲
滅
へ
の

取
り
組
み
な
ど
詳
し
い
こ

と
は
、
福
岡
県
人
づ
く
り
・

県
民
生
活
部
生
活
安
全
課

☎
（
０
９
２
）
６
４
３
局

３
１
６
７
番
ま
で

社
会
生
活
基
本
調
査
を

実
施
し
ま
す

総
務
省
、
福
岡
県
が
10
月

20
日
現
在
で
平
成
28
年
社
会

生
活
基
本
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
国
民
の

生
活
時
間
の
配
分
や
自
由
時

間
の
主
な
活
動
を
調
査
し
、

様
々
な
行
政
施
策
を
作
る
際

の
資
料
を
得
る
も
の
で
す
。

８
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
調

査
地
域
の
世
帯
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
調

査
統
計
課
☎
（
０
９
２
）
６

４
３
局
３
１
８
８
番
ま
で

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

農
業
委
員
会
で
は
遊
休
農

地
の
解
消
に
向
け
て
、
毎
年

１
回
農
地
の
利
用
状
況
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
８
月
中
に
調
査
を
実

施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
た
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
遊
休
農
地
と
は　

①
現
に

耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
て

お
ら
ず
、
引
き
続
き
耕
作

の
目
的
に
供
さ
れ
な
い
と

見
込
ま
れ
る
農
地
②
農
業

上
の
利
用
の
程
度
が
周
辺

の
地
域
に
お
け
る
農
地
の

利
用
の
程
度
に
著
し
く

劣
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
農
地

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
農

業
委
員
会
事
務
局
（
役
場

内
）
☎
４
２
局
２
１
１
１

番
ま
で

お
知

ら
せ

協賛広告を募集します

　元気まつりの趣旨にご賛同いただける企業、
事業所を次のとおり募集します。ご応募お待ち
しています。
● 申込期限　９月２日（金）
● 協賛金額　１枠5,000円（縦３㎝×横５㎝・単色）
● 広告　元気まつりチラシに掲載

● とき　10 月 30 日（日）午前９時 30 分から
● ところ　鞍手町文化体育総合施設内

出店希望者を募集します

　出店は、町内の団体やグループに限られます。
● 申込期限　９月２日（金）。応募多数の場合

は抽選で決定
● 出店料（予定）　１店舗 10,000 円（テントリー

ス代金など）。ただし、社会福祉法人などは減
額になる場合があります。また、飲食物を販
売する場合は、臨時食品営業許可申請のため
別途手数料が必要です

● 申し込み・問い合わせ　くらて元気まつり実
行委員会事務局（役場地域振興課）まで

2016 くらて



マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
さ
れ
た
皆
さ
ん

受
取
は
済
ん
で
い
ま
す
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

カ
ー
ド
と
は
別
に
、
任
意
の

申
請
に
よ
り
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
。

町
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
し
た
人
に
、
カ
ー

ド
が
役
場
に
届
い
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
す
る
「
交
付
通
知

書
」
を
お
送
り
し
、
電
話
に

よ
る
予
約
制
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い

ま
す
。「
交
付
通
知
書
」
が
届

い
て
い
て
、
ま
だ
役
場
で
の

受
取
が
で
き
て
い
な
い
人
は
、

住
民
係
に
受
取
予
約
の
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
交

付
通
知
書
」
を
紛
失
さ
れ
た

場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
税
務

住
民
課
住
民
係
ま
で

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

忘
れ
な
い
で
ね

現
況
届
の
提
出
を

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を
提

出
す
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
引
き
続
き
受
け
る

資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
、
年

に
一
度
確
か
め
る
も
の
で
す
。

届
け
出
を
し
な
い
と
、
資
格

が
あ
っ
て
も
８
月
以
降
の
支

払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
現

況
届
の
必
要
な
人
は
役
場
か

ら
通
知
し
ま
す
。

●
現
況
届
受
付
期
間　

▽
児

童
扶
養
手
当
＝
８
月
１
日

（
月
）
か
ら
31
日
（
水
）
ま

で
▽
特
別
児
童
扶
養
手
当

＝
８
月
12
日
（
金
）
か
ら

９
月
９
日
（
金
）
ま
で

●
届
出
・
問
い
合
わ
せ　

詳

し
い
こ
と
は
、
役
場
福
祉

人
権
課
児
童
人
権
係
ま
で

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

医
療
講
演
会

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
福

岡
県
支
部
筑
豊
分
会
で
は
、

社
会
適
応
訓
練
の
た
め
、
人

工
肛
門
、
人
工
膀
胱
を
持
つ

人
と
そ
の
家
族
な
ど
を
対
象

に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き　

９
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

サ
ン
・
ア
ビ
リ

テ
ィ
ー
ズ
い
い
づ
か
（
飯

塚
市
柏
の
森
９
５
６
番
地

４
）

●
内
容　

▽
講
師
＝
宮
崎 

操

さ
ん
（
麻
生
飯
塚
病
院
皮

膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護

師
）
▽
演
題
＝
高
齢
オ
ス

ト
メ
イ
ト
と
家
族
の
関
わ

り
方

●
問
い
合
わ
せ　

日
本
オ
ス

ト
ミ
ー
協
会
福
岡
県
支
部

筑
豊
分
会
☎
（
０
９
０
）
３

０
７
５
局
９
５
３
５
番
ま
で

木
造
戸
建
て
住
宅
の

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

地
震
に
よ
る
木
造
戸
建
て

住
宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、

県
で
は
次
の
と
お
り
平
成
28

年
度
に
行
わ
れ
る
耐
震
改
修

工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。
鞍
手
町
内
に
対
象
と

な
る
住
宅
を
有
し
、
耐
震
改

修
工
事
を
計
画
し
て
い
る
人

は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
住
宅　

次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
住
宅
が
対

象
で
す
。
①
鞍
手
町
内
で

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前

に
建
築
ま
た
は
着
工
さ
れ

た
木
造
戸
建
て
住
宅
で
あ

る
②
耐
震
診
断
で
建
物
の

構
造
評
点
が
1.0
未
満
と
診

断
さ
れ
、
耐
震
改
修
工
事
に

よ
り
建
物
の
構
造
評
点
が

1.0
以
上
に
な
る
③
建
築
基

準
法
等
に
違
反
し
て
い
な

い
④
現
に
入
居
者
が
い
る

●
申
込
資
格　

対
象
と
な
る

住
宅
の
所
有
者
で
、
税
な

ど
の
滞
納
が
な
い
人

●
助
成
金
額　

耐
震
改
修

工
事
に
要
す
る
費
用
の
20

パ
ー
セ
ン
ト（
上
限
30
万
円
）

●
申
込
受
付　

役
場
建
設
課

建
築
係
窓
口
で
随
時
受
付

（
た
だ
し
県
の
予
算
額
に
達

し
次
第
受
付
を
終
了
し
ま

す
の
で
、
申
し
込
み
の
際

は
あ
ら
か
じ
め
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）。
時
間
は

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
建
設

課
建
築
係
ま
で

家
を
改
良
し
、
子
育
て
・

新
婚
世
帯
に
貸
す
人
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

県
で
は
、
既
存
住
宅
を
子

育
て
世
帯
・
新
婚
世
帯
に
配

慮
し
た
住
宅
へ
改
良
し
、
賃

貸
す
る
人
に
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

子
育
て
・
新
婚
世
帯
の
た
め

に
、
あ
な
た
の
資
産
を
有
効

活
用
し
ま
せ
ん
か
。

●
応
募
対
象
者　

①
自
ら
所

有
す
る
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

し
管
理
す
る
人
②
自
ら
住

宅
を
買
い
取
り
ま
た
は
借

り
上
げ
を
行
っ
た
う
え
で
、

リ
フ
ォ
ー
ム
し
管
理
す
る

人
。
た
だ
し
、
福
岡
市
、
北

九
州
市
、
久
留
米
市
は
対

象
外
で
す

●
応
募
期
限　

８
月
31
日（
水
）

●
補
助
額　

住
宅
の
改
良
に

か
か
る
費
用
の
３
分
の
２

ま
た
は
国
土
交
通
省
が
定

め
る
一
定
の
額
の
ど
ち
ら

か
低
い
額
（
最
大
約
百
八

十
万
円
）

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
建

築
都
市
部
住
宅
計
画
課
民

間
住
宅
係
☎
（
０
９
２
）
６

４
３
局
３
７
３
１
番
ま
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
も
耐
震
も

専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す

今
住
ん
で
い
る
住
宅
に
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
県
で

は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
リ
フ
ォ
ー

ム
や
耐
震
診

断
・
耐
震
改
修

2016.８−16

くらしの情報

町では、人口減少や少子高齢化問題に立ち向
かうため「結婚・出産・子育てを応援するまち
くらて」を目標に掲げ、まち・ひと・しごと創生
総合戦略に取り組んでいます。その事業の一つ
として、町の宣伝も兼ねたお見合い企画を開催
します。男女が出会える場を提供し、鞍手町に
関心を持ってもらうための体験型婚活イベント
で自然と触れ合いながら交流を深めてみません
か。応募要件は次のとおりです。

イベント当日は、鞍手町シティプロモーショ
ン公認サポーターの山本華世さんが皆さんを
コーディネートしてくれます。
● 対象者　20 歳以上の独身の男女で結婚につ

いて真剣に考えている人（男性は、町内に住
んでいる人または勤務している人）

● 内容　ぶどう狩りとバーベキューを通しての
フリートーク（当日は動きやすい格好でお越
しください）

● とき　９月 11 日（日）午前 10 時から
● ところ　神谷勝之ぶどう園（鞍手町新延）
● 募集人員　30 人（男性 15 人、女性 15 人）。

応募者多数の場合は抽選となります
● 参加費　3,000 円（保険代込）
● 申込期限　平成 28 年８月 31 日（水）。電話ま

たは町ホームページからお申し込みください
● 申し込み・問い合わせ　役場政策推進課政策

係まで

地方創生　～婚活イベントを開催します～



を
検
討
し
て
い
る
人
を
対
象

に
安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ア
ド
バ
イ

ザ
ー　

身
体
状
況
等
に

あ
っ
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

改
修
ポ
イ
ン
ト
を
建
築
士

と
理
学
療
法
士
（
ま
た
は

作
業
療
法
士
）
が
適
切
に

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

●
耐
震
診
断
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

建
物
の
築
年
、
壁
の
位
置

や
屋
根
の
仕
様
な
ど
を
調

査
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

現
地
へ
派
遣
し
、
地
震
に

対
す
る
強
さ
を
総
合
的
に

検
討
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
建

築
住
宅
セ
ン
タ
ー
☎
（
０

９
２
）
７
８
１
局
５
１
６

９
番
ま
で

定
住
促
進
奨
励
金
の

手
続
き
は
お
早
め
に
！

交
付
申
請
の
受
付
が

始
ま
り
ま
し
た

鞍
手
町
で

は
、
平
成
25
年

度
か
ら
町
内
に

住
宅
を
取
得
し

て
定
住
す
る
人

を
対
象
に
、
定
住
促
進

奨
励
金
を
10
年
間
交
付
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
度
の
申
請
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。
対
象
と
な

る
場
合
は
忘
れ
ず
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
交
付

に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
請
期
間　

８
月
１
日

（
月
）
か
ら
10
月
31
日
（
月
）

ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
時
間
は
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

ま
で
。
た
だ
し
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で

●
申
請
書
類　

①
交
付
申
請

書
②
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
同
意
書
兼
宣
誓

書
③
交
付
申
請
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
④
登
記
事
項
証
明

書
⑤
住
宅
の
平
面
図
（
２

年
目
以
降
の
申
請
書
類
は

①
②
と
な
り
ま
す
）。
こ
れ

ら
以
外
に
も
提
出
を
お
願

い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

●
申
請
書
類
の
配
布　

申
請

書
類
①
②
③
は
、
役
場
地

域
振
興
課
で
配
布
す
る
ほ

か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
④
⑤
は
申
請

者
が
準
備
し
て
く
だ
さ
い

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
地
域
振
興
課
ま
ち
づ
く

り
係
ま
で

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林
の

整
備
に
お
困
り
の
と
き
は

荒
廃
森
林
再
生
事
業
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

県
で
は
、
荒
廃
し
た
森
林

を
再
生
し
、
健
全
な
状
態
で

次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、

森
林
環
境
税
を
活
用
し
て
、

市
町
村
が
事
業
主
体
と
な
り
、

森
林
の
整
備
な
ど
を
行
う
荒

廃
森
林
再
生
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
所
有
さ
れ
て

い
る
町
内
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

林
を
長
期
間
手
入
れ
で
き
ず

お
困
り
の
と
き
は
、
役
場
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
整
備
内
容　

間
伐
、
枝
落

し
、
除
伐
な
ど

●
実
施
主
体　

町
か
ら
請
け

負
っ
た
事
業
者
が
行
い
ま

す
●
整
備
費
用　

町
が
負
担
（
所

有
者
の
費
用
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
）

●
相
談
・
問
い
合
わ
せ　

役

場
農
政
環
境
課
農
業
振
興

係
ま
で

遠
賀
川
が
泣
い
て
い
ま
す

不
法
投
棄
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

遠
賀
川
河
川
事
務
所
で
は
、

福
岡
県
や
流
域
市
町
村
・
警

察
と
連
携
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル

や
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
不
法

投
棄
の
監
視
、
一
斉
清
掃
活

動
等
に
よ
る
ゴ
ミ
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か

し
、
遠
賀
川
流
域
の
河
川
に

捨
て
ら
れ
る
ゴ
ミ
は
依
然
と

し
て
多
く
、
こ
れ
ら
の
ゴ
ミ

が
洪
水
時
に
一
斉
に
下
流
に

流
れ
河
川
や
海
の
環
境
、
水

質
を
悪
化
さ
せ
、場
合
に
よ
っ

て
は
地
域
を
水
害
か
ら
守
る

水
門
や
せ
き
・
排
水
機
場
等

の
操
作
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
遠

賀
川
流
域
の
良
好
な
河
川
環

境
を
保
持
す
る
た
め
、
ご
み

の
不
法
投
棄
防
止
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

遠
賀
川
河

川
事
務
所
河
川
環
境
課
☎

２
２
局
１
８
３
０
番
ま
で

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
、

重
度
障
害
者
医
療
の
更
新

子
ど
も
医
療
の
申
請
を

お
忘
れ
な
く

現
在
使
用
し
て
い
る
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
証
及
び
重

度
障
害
者
医
療
証
の
有
効
期

限
は
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
使
用

す
る
た
め
に
は
更
新
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
子
ど

も
医
療
に
つ
い
て
は
10
月
１

日
か
ら
の
助
成
拡
大
に
伴
い
、

中
学
生
は
新
た
に
資
格
認
定

の
申
請
が
必
要
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
対
象
と
な
る
人
に
は
申

請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、

現
在
乳
幼
児
等
医
療
証
を
お

持
ち
の
小
学
生
以
下
の
人
に

は
９
月
中
旬
に
子
ど
も
医
療

証
を
郵
送
し
ま
す
。

●
更
新
・
申
請
期
限　

８
月

31
日
（
水
）。
受
付
時
間
は

平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
。
た

だ
し
木
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
公
費
医
療
係

●
必
要
な
も
の　

申
請
書
と

同
封
の
通
知
書
に
記
載

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

は
か
り
の
定
期
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

計
量
法
に
基
づ
き
、
は
か

り
の
定
期
検
査
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。
は
か
り
を

取
引
や
証
明
に
使
用
し
て
い

る
人
は
必
ず
受
検
し
て
く
だ

さ
い
。
検
査
の
対
象
は
商
店

や
事
業
所
で
取
引
や
証
明
用

に
使
用
し
て
い
る
「
は
か
り
・

分
銅
・
お
も
り
」
で
す
。
大
型

の
は
か
り
の
検
査
に
つ
い
て

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

９
月
７
日
（
水
）、

８
日
（
木
）、
９
日
（
金
）。

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10

時
か
ら
正
午
ま
で
、
午
後

１
時
か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
計

量
協
会
☎
（
０
９
２
）
９

３
９
局
２
９
４
５
番
ま
で

17−2016.８

くらしの情報

８月 13 日（土）から 15 日（月）ま
でのお盆の期間は、ごみとし尿の収集
日が次のとおり変更になります。
●固形燃料用（燃える）ごみ　▷月曜・

木曜の収集地区＝ 15 日（月）は収集
を休みます▷火曜・金曜の収集地区＝
変更はありません

●粗大ごみ・燃えないごみ　13 日（土）
の収集を 27 日（土）に変更します

●ペットボトル、びん・かん　全地区
変更ありません

●し尿　13 日（土）から 15 日（月）ま
での３日間はくみ取りを休みます

　▷剣・古月地区＝タケマツ環境　　　
☎４２局４９１１番

　▷西川地区＝深草環境サービス　　
☎４２局０７１７番

●問い合わせ　役場農政環境課生活環
境係まで

お
盆
は

ご
み
と
し
尿
の

収
集
日
が

変
わ
り
ま
す



国
民
健
康
保
険
か
ら

社
会
保
険
へ
加
入

14
日
以
内
に
必
ず
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
世
帯
の
全
員
、
ま
た

は
そ
の
一
部
の
人
に
異
動
が

あ
っ
た
場
合
、
14
日
以
内
に

役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
後
で
医
療
費
を

返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
保
の
高
齢
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

で
70
歳
を
迎
え
た
人
（
昭
和

21
年
８
月
２
日
か
ら
９
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
に

国
民
健
康
保
険
の
高
齢
受
給

者
証
を
次
の
と
お
り
交
付
し

ま
す
。
な
お
、
高
齢
受
給
者

証
が
利
用
で
き
る
の
は
70
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
（
１
日
が

誕
生
日
の
人
は
そ
の
月
）
か

ら
で
す
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
24
日

（
水
）
午
前
９
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

役
場
保
険
健
康

課
国
保
年
金
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

国
民
健
康

保
険
証
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払

い
が
自
己
負
担
限
度
額
ま
で

と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」・「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、

外
来
診
療
で
も
使
え
ま
す
。

も
し
、
入
院
や
高
額
な
外
来

診
療
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
交
付
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
各
認

定
証
は
国
民
健
康
保
険
税
の

納
め
忘
れ
が
あ
る
場
合
に
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
保

険
税
は
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
国
保
年
金
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

印

か
ん
・
国
民
健
康
保
険
証
・

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
過
去
一
年
間
に
90
日

を
超
え
る
入
院
が
あ
っ
た

人
は
、
入
院
期
間
が
確
認

で
き
る
書
類（
領
収
書
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
国
保
年
金
係
ま
で

75
歳
に
な
る
前
に

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
で
き
ま
す

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
65

歳
以
上
74
歳
以
下
の
人
は
、

申
請
す
る
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
に
な
る
か
な
ら
な
い

か
に
よ
り
、
加
入
す
る
医
療

保
険
、
保
険
料
、
一
部
負
担

割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
に

加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

入
院
す
る
と
き
や

高
額
な
外
来
診
療
は

前
も
っ
て
手
続
き
を

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
人
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

場
合
、
入
院
し
た
と
き
の
食

事
代
や
入
院
、
外
来
診
療
で

の
窓
口
負
担
額
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
で
済
む
限
度
額

適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
を
発
行
し
ま
す
。

こ
の
認
定
証
は
、
申
請
し
た

月
の
１
日
か
ら
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
入
院
ま
た
は
高
額

な
外
来
診
療
が
決
ま
っ
た
と

き
は
前
も
っ
て
交
付
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
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のおがた警察署だより

町内の
交通事故
発生状況

【６月中】 【累　計】
件 数 5件（－14） 件 数 242 件（－ 5）

死 者 00人（±10） 死 者 220人（－11）

傷 者 6 人（－ 3） 傷 者 60 人（－ 1）

お住まいの地区の犯罪発生状況は、県警
のホームページで校区別の詳しい情報を
確認できます。

福岡県警察 検索

直方警察署の最新情報はこちらから

http://www.police.pref.fukuoka.jp/
直方警察署　☎２２局０１１０番まで

直方警察署管内での犯罪発生状況
【６月中】 【累 計】

刑法犯総数 100 件（－16） 刑法犯総数 518 件（－104）

車上ねらい 3 件（－ 2） 車上ねらい 17 件（－ 46）

自転車盗難 17 件（＋ 4） 自転車盗難 65 件（－ 1）

空き巣 6 件（＋ 2） 空き巣 29 件（＋ 3）

生活安全課からのお知らせ

　

休日の夜間の体調不良は

急患センターへ

● 問い合わせ　直鞍急患センター
☎２８局２８４０番まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

楽
し
い

お
話
い
っ
ぱ
い

聞
け
る
よ

中央公民館内のこどものとしょ
しつで、子どもを対象としたお話
の会を行います。親子で聞きに来
てみませんか。
● とき　８月 13 日（土）午前 10 時

から
● ところ　中央公民館（こどもの

としょしつ）
● 問い合わせ　中央公民館まで

子どもの
お話の会

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

● 8 月７（日）原医院（新北）
☎４３局２０３０番

休日
在宅医

（かっこ内は前年比）

● とき　８月 10 日（水）
午前 10 時から午後４
時まで（受付は午後３
時まで）

● ところ　ハピネスなかま（中間市通谷）
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎（０９２）６４３局３１６８番まで

巡回
交通事故

相談



認
定
証
を
持
っ
て
い
る
場
合

は
、
記
載
さ
れ
て
い
る
有
効

期
限
ま
で
外
来
診
療
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
場
所　

役
場
保
険
健

康
課
公
費
医
療
係
窓
口

●
申
請
に
必
要
な
も
の　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保

険
証
・
印
か
ん
・
過
去
一

年
間
に
90
日
を
超
え
る
入

院
が
あ
っ
た
人
は
、
入
院

期
間
が
確
認
で
き
る
書
類

（
領
収
証
な
ど
）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
証
を
送
付
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75

歳
以
上
の
人
が
対
象
と
な
る

医
療
保
険
制
度
で
す
。
75
歳

の
誕
生
日
以
降
は
、
現
在
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
に
か

か
わ
ら
ず
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
９
月
に
75
歳
を
迎
え

る
人
（
昭
和
16
年
９
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
）
に
は
、
８
月
中
旬

に
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
保
険

健
康
課
公
費
医
療
係
ま
で

介
護
保
険
証
を

交
付
し
ま
す

９
月
に
65
歳
を
迎
え
る
人

（
昭
和
26
年
９
月
２
日
か
ら
10

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

に
介
護
保
険
証
を
次
の
と
お

り
交
付
し
ま
す
。
将
来
介
護

が
必
要
に
な
っ
た
と
き
や
介

護
認
定
の
申
請
の
と
き
に
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

●
交
付
す
る
日　

８
月
24
日

（
水
）、
25
日
（
木
）
の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で
（
木
曜
日
は

午
後
７
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ　

役
場
福
祉
人
権

課
高
齢
者
支
援
係
窓
口

●
必
要
な
も
の　

交
付
案
内

の
通
知
は
が
き
、
印
か
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉

人
権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

高
齢
者
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

町
で
は
、
緊
急
時
や
災
害

時
な
ど
の
支
援
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
の
世

帯
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
を

民
生
委
員
が
訪
問
し
、
世
帯

の
状
況
な
ど
を
聞
き
取
り
調

査
し
ま
す
。

民
生
委
員
は
身
分
証
を
携

帯
し
て
お
り
、
登
録
手
数
料

や
金
品
の
請
求
を
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

聞
き
取
り
し
た
内
容
は
、
見

守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
、

緊
急
時
・
災
害
時
救
護
活
動

及
び
更
新
調
査
以
外
に
使
用

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
民
生

委
員
が
お
伺
い
し
た
と
き
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象
者　

①
60
歳
以
上
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

世
帯
②
高
齢
者
夫
婦
（
夫

65
歳
以
上
・
妻
60
歳
以
上
）

の
み
の
世
帯
③
そ
の
他
高

齢
者
の
み
の
世
帯
④
民
生

委
員
が
対
象
者
と
し
て
適

当
と
判
断
す
る
世
帯

●
訪
問
期
間　

８
月
１
日
か

ら
11
月
末
ま
で

●
調
査
内
容　

現
在
の
世
帯

状
況
や
緊
急
連
絡
先

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人

権
課
高
齢
者
支
援
係
ま
で

求
職
者
支
援
訓
練
の
案
内

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な

い
求
職
中
の
人
な
ど
を
対
象

と
し
て
、
厚
生
労
働
省
の
認

定
を
受
け
た
民
間
訓
練
期
間

が
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
な
お
、
訓
練
期
間
中
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に

職
業
訓
練
受
講
給
付
金
（
月

額
10
万
円
、
通
所
手
当
）
を

支
給
し
ま
す
。
訓
練
の
受
講

に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
直
方
☎
２
２
局
８

６
０
９
番
ま
で

７
月
号
の
お
詫
び
と
訂
正

広
報
７
月
号
17
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
ち
ょ
っ
く
ら
ふ
れ
旅

の
お
知
ら
せ
記
事
の
中
で
、

⑱
貝
と
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で

感
じ
る
‘
ち
い
さ
な
夏
’
の

料
金
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
千
六
百
円
で
す
。

ま
た
、
㉞
親
子
で
冒
険
！ 

そ

し
て
ク
リ
ア
ー
せ
よ　

ス
カ

ベ
ン
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
の
料
金

が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。
正

し
く
は
、（
大
人
）
千
円
（
子

ど
も
）
五
百
円
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ
こ
内

は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
【
香
典

返
し
】

▽
許
斐
文
生
様
＝
中
山
本
村

（
静
子
）

▽
阿
部　

哲
様
＝
木
月
（
偕
）

▽
川
波
香
代
子
様
＝
新
延
本

村
（
伸
一
）

●
く
ら
て
病
院
へ【
香
典
返
し
】

▽
阿
部　

哲
様
＝
木
月
（
偕
）

▽
栗
田
三
也
子
様
＝
中
山
本

村
（
冨
義
）

19−2016.８

愛の
贈

り
も
の

くらしの情報

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
　　　　　　『鞍心会員』募集中！！

40

上
水
道
の

検
針
業
務
を

委
託
し
ま
し
た

検針員はユニフォームを着用しています

広報５月号で、町内一部地域の上
水道メーター検針業務をヴェオリア・
ジェネッツ株式会社に委託したこと
をお知らせしていましたが、８月から
は町内全域での上水道メーター検針
業務を委託しています。

検針員は、ユニフォームを着用し、
町水道事業水道メーター検針業務の
業務受託者であることを証明する身
分証明書を携帯していますので、不
審に思ったときは提示を求めてくだ
さい。
● ヴェオリア・ジェネッツ株式会社　

▽住所＝福岡市南区野間一丁目１３
番１号グレイスビル２０１▽電話＝

（０９２）５５２局０６７０番
● 問い合わせ　役場上下水道課上水

道庶務係まで

ユニフォーム

身分証明書



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●町の人口・６月の人の動き

平成 28 年８月号  No.680

・人口　16,562 人
・男性　 7,874 人
・女性　 8,688 人
・世帯数  7,557 世帯

（平成 28 年６月 30 日現在）

・出生  9 人
・死亡  20 人
・転入  36 人
・転出    42 人

FUKUOKA

KURATE  TOWN

編集●広報委員会
発行●鞍手町

福岡管区気象台からのお知らせ元気が出る

献立 食進会おススメのメニューです

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話（0949）42 局 2111番／ファックス（0949）42 局 5693番
■鞍手町ホームページアドレス
　パソコンから　http://www.town.kurate.lg.jp
　携帯電話から　http://www.town.kurate.lg.jp/mobile
■鞍手町フェイスブックアドレス
　パソコン・携帯電話から　http://ja-jp.facebook.com/town.kurate

８月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 月

2 火

3 水

4 木 １歳半、３歳健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、13ページ参照）

5 金 補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）

6 土

7 日

８ 月

９ 火

10 水 無料法律相談（くらじの郷：13時～16時、13ページ参照）

11 木 山の日　

12 金

13 土 子どものお話の会（中央公民館：10時～、18ページ参照）

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木 ４か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、13ページ参照）

24 水
乳幼児相談（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（役場：13時～14時、13ページ参照）
国保高齢受給者証交付（役場：９時～、18ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～17時 15分、19ページ参照）

25 木

７か月、12か月健診（福祉センター、10ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、13ページ参照）
心配ごと相談（くらじの郷：13時～15時、14ページ参照）
町県民税（第２期分）、国民健康保険税（第３期分）、
後期高齢者医療保険（第２期分）納期限（13ページ参照）
介護保険証交付（役場：８時30分～19時、19ページ参照）

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

【厚揚げチキンナゲット】１人当たりの栄養価　322kcal

　

【ニンジンしりしり】　１人当たりの栄養価　121kcal

テーマ
「筋肉を育てる !!」

■材料（４人分）
厚 揚 げ（300g）、 鶏 ひ き 肉（200g）、
玉ねぎ（100g）、卵（１個）、塩（小さ
じ 1/2）、小麦粉（大さじ２）、揚げ油（適
宜）、キャベツ（300g）、トマトケチャッ
プ（大さじ 1.5）、粒入りマスタード（小さじ２）

■材料（４人分）
ニンジン（300g）、卵（２個）、ツナ缶

（70g）、サラダ油（大さじ１）、塩（小
さじ 1/2）、こしょう（少々）、しょう
ゆ（小さじ 1/4）、小ねぎ（５g）

■作り方
① 厚揚げは 1.5cm 角に切る。玉ねぎはみじん切りにする。
② ボウルに鶏ひき肉と塩を混ぜ合わせ、たまごと玉ねぎを

加えてさらに練り合わせる。
③ 厚揚げを加え、つぶしながら混ぜ合わせる。１人３～４

個分に分け、平たくまとめ、小麦粉をまぶしつける。
④ 170℃に熱した油で 3 ～ 5 分揚げ、油を切る。
⑤ 千切りにしたキャベツとナゲットを盛り合わせ、トマ

トケチャップと粒マスタードを添える。

■作り方
① ニンジンはスライサーか包丁で太めの千切りにする。
② フライパンに油を熱し、ニンジンを入れて、しんなりと

なる手前まで炒めたらツナを油を切って加え、さっと炒
め合わせる。

③ 塩とこしょう、しょうゆを加えて混ぜ、卵を割りほぐし
て加え、10 秒ほど待ってから全体を混ぜ合わせる。

④ 器に盛り、小口切りにした小ねぎを散らす。

筋肉を育てるには…
―筋肉をつけるには運動と食事の両方が大切です―
食事面で大切なことは、肉、魚、卵、大豆製品、乳製品などのた
んぱく質を毎食しっかりとること。

筋肉量アップのために重要な栄養素は…
★たんぱく質の合成の過程を助けるビタミン B1（豚肉・牛肉・

鶏レバー・鶏ささみ・まぐろ赤身・かつお・鮭・さんまなど）
★たんぱく質の代謝を促すカルシウム（乳製品、大豆製品など）
★カルシウムの体内への吸収を高め、筋力を維持する働きのある

ビタミンＤ（魚など）
★骨の形成を促すビタミンＫ（納豆や緑黄色野菜、海藻など）


